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三遠南信250万流域都市圏の創造�
�

三遠南信サミット２００７in南信州�
交流会�
合唱劇「カネト」の歌声が�

胸を打つ�

古くからの交流の歴史は�

新たな連携の舞台へ�

（関連記事2～3ページ）�



分科会の報告をされた方などと固い握手を交わす一交流会にて
左から、宮島飯田商工会議所会頭、鈴木浜松市長、牧野飯田市長、
三遠南信アミ代表三宅さん、早川豊橋市長、吉川豊丘村長�

三
遠
南
信
地
域
の
将
来
像
を
示
し
、内
外
に
当
地
域
の
潜
在
的

可
能
性
を
強
く
訴
え
る
「
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
。�

今
回
の
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
で
合
意
さ
れ
た
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�
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三
遠
南
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携
ビ
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in
南
信
州
開
催�

�

11
月
14
日
に
、

15
回
目
と
な
る

三
遠
南
信
サ
ミ

ッ
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。�

今
回
は
、
南

信
州
で
行
っ
た

サ
ミ
ッ
ト
と
し

て
は
初
め
て
住

民
の
皆
さ
ん
が

意
見
交
換
す
る

「
住
民
セ
ッ
シ

ョ
ン
」
も
行
わ
れ
、
約
6
7
0
人
の
方
に

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
「
三
遠
南
信
地
域

連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」の
方
向
性
を
確
認
し
、

三
遠
南
信
地
域
の
テ
ー
マ
や
目
指
す
べ

き
地
域
像
、
連
携
の
方
針
に
つ
い
て
基

本
的
な
合
意
を
し
ま
し
た
。�

住民セッション風景�

文化・経済の交流地域�

 

三
遠
南
信

 

地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

　
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

三
遠
南
信
地
域
の
将
来
像
を
提
案
し
て

い
ま
す
。�

　
三
遠
南
信
地
域
の
一
体
性
を
確
保
し
、

当
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
的
な

可
能
性
）
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、中
部
圏
の
み
な
ら
ず
、我
が
国
の

持
続
的
な
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

� 

策
定
の
背
景

　
現
在
、
国
土
形
成
計
画
や
道
州
制
な

ど
、
県
境
を
越
え
た
広
域
的
な
地
域
の

在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
国
土
形
成
計
画
で
は
、
愛
知
・
静
岡
・

長
野
・
岐
阜
・
三
重
の
5
県
を
範
囲
と

し
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
一
方
で
道
州

制
で
は
、
愛
知
・
静
岡
・
岐
阜
・
三
重

の
4
県
を
同
じ
道
州
と
し
、
長
野
県
を

別
の
道
州
に
区
分
す
る
と
い
う
、
三
遠

南
信
地
域
を
分
断
す
る
区
域
例
が
提
示

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
地
理
的
、
歴
史
的
に
深
く
結
び
つ
く

三
遠
南
信
地
域
の
一
体
性
を
内
外
に
主

張
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�
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の
必
要
性

　
三
遠
南
信
地
域
は
こ
れ
ま
で
も
、
地

域
住
民
・
大
学
・
経
済
界
・
行
政
な
ど

が
個
別
に
連
携
・
協
力
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
当
地
域
に
は
、
共
有
で
き
る

明
確
な
目
標
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
思
い
と

方
向
性
を
一
致
さ
せ
、
相
乗
効
果
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

必
要
な
の
で
す
。�

� 

三
遠
南
信
地
域
の

 

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

●
文
化
・
経
済
の
交
流
地
域�

　「
東
海
道
」と「
塩
の
道
」と
が
交
わ
る

国
土
軸
の
交
差
地
域
で
あ
り
、
太
平

洋
と
日
本
海
と
の
文
化
・
経
済
が�東海道東海道�

塩
の
道�

東海道�

塩
の
道�
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中部圏の中核となる�
地域基盤の形成�

塩の道�
エコミュージアムの形成�

広域連携による�
安全・安心な地域の形成�

中山間地域を活かす�
流域モデルの形成�

持続発展的な�
産業集積の形成�

中部圏の中核となる�
地域基盤の形成�

塩の道�
エコミュージアムの形成�

広域連携による�
安全・安心な地域の形成�

中山間地域を活かす�
流域モデルの形成�

持続発展的な�
産業集積の形成�

つな
がる・ひろがる

安心
できるくらし

産業
競争力の強化

中
山間

地域の活性
化

　価値を高める

中央回廊の形成�大伊勢湾環状地域の形成�流域循環圏の形成�

ご意見をお寄せください
三遠南信地域連携ビジョンに対するご意見な
どは、飯田市三遠南信交流・リニア推進対策室
までご連絡ください。（広報いいだ11月1日号
もご覧ください）�
三遠南信交流･リニア推進対策室（企画課）�
内線　　　2223�
ＦＡＸ　　0265（53）4511�
Ｅメール　ikikaku@city.iida.nagano.jp

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間

�

　
概
ね
10
年
間（
平
成
20
〜
29
年
度
）�

※
道
州
制
に
至
る
準
備
段
階
と
し
て
概

ね
10
年
間
と
し
ま
す
。�

� 

今
後
の
取
り
組
み

�

　
行
政
、経
済
界
、市
民
な
ど
の
各
主
体

が
、
今
後
の
あ
る
べ
き
連
携
の
姿
に
向

け
て
協
働
し
て
取
り
組
み
、
三
遠
南
信

地
域
の
振
興
発
展
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。�

　
ま
ず
は
3
月
ま
で
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
で

定
め
た
目
指
す
べ
き
地
域
像
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
な
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

 

地
域
連
携
の
５
つ
の
方
針

　
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
る
テ
ー
マ
を
達
成

す
る
た
め
、
5
つ
の
政
策
の
基
本
方
針

を
設
け
ま
す
。（
左
図
）�

　
こ
の
基
本
方
針
ご
と
に
、
具
体
的
に

進
め
て
い
く
た
め
の
施
策
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。�

三
遠
南
信

２
５
０
万
流
域
都
市
圏
の
創
造

　

�
世
界
に
つ
な
が
る
日
本
の
中
央
回
廊
�

　
交
流
す
る
拠
点
地
域
と
し
て
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。�

●
都
道
府
県
に
匹
敵
す
る
経
済
規
模�

　
製
造
品
出
荷
額
等
は
約
13
兆
円
で
全

国
6
位
の
兵
庫
県
よ
り
規
模
が
大
き

く
、
農
業
産
出
額
も
3
千
億
円
を
上

回
り
全
国
5
位
の
愛
知
県
よ
り
大
き

な
規
模
で
す
。�

●
民
俗
芸
能
の
宝
庫�

　
「
塩
の
道
」
に
よ
る
交
流
に
よ
り
、
貴

重
で
特
徴
的
な
民
俗
芸
能
が
数
多
く

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
民
俗
芸
能
の
宝
庫
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。�

●
人
材
の
確
保
と
定
着�

　
国
立
大
学
が
3
校
、
私
立
大
学
が
13

校
あ
り
、
一
部
の
大
学
で
は
単
位
互

換
な
ど
の
連
携
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
学
と
企
業
と
が
連
携
し

た
研
究
開
発
に
よ
り
、
人
材
の
地
域

定
着
化
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。�

� 

ビ
ジ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

����� 

地
域
が
果
た
す
３
つ
の
役
割

●
日
本
の
中
央
回
廊
の
形
成�

　
三
遠
南
信
地
域
は
、
東
海
北
陸
自
動

車
道
・
三
遠
南
信
自
動
車
道
と
と
も

に
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
と
を
結
び
、

経
済
・
観
光
・
文
化
面
の
交
流
と
連
携

を
形
づ
く
る
こ
と
で
、
広
域
的
な
中

部
地
域
の
骨
格
と
も
な
る
「
日
本
の

中
央
回
廊
」の
役
割
を
担
い
ま
す
。�

�������

●
大
伊
勢
湾
環
状
地
域
を
構
成
す
る

中
核
的
都
市
圏
の
形
成�

　
当
地
域
は
名

古
屋
圏
と
と

も
に
自
立
し

た
都
市
圏
で

あ
り
、今
後
、

伊
勢
湾
口
道

路
に
よ
っ
て

結
ば
れ
る
こ

と
が
期
待
さ

れ
る
、伊
勢
・
鳥
羽
地
域
と
の
連
携
を

強
化
し
て
、
伊
勢
湾
を
中
心
と
し
た

大
環
状
地
域
を
構
成
す
る
中
核
的
都

市
圏
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。�

●
流
域
循
環
圏
の
形
成�

　
当
地
域
は
、天
竜
川
・
豊
川
に
よ
っ
て

豊
か
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
、
そ
の

基
盤
を
元
に
、
生
活
、
産
業
、
文
化
が

形
づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
上
流
の

中
山
間
地
域
と
下
流
の
都
市
部
と
は
、

水
や
木
材
の
供
給
を
は
じ
め
、
相
互

に
依
存
し
、深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。�

　
当
地
域
の
一
体
的
な
振
興
発
展
の
た

め
に
は
、河
川
流
域
を
単
位
と
し
て
、

上
下
流
域
が
広
範
な
分
野
で
有
機
的

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
循
環
圏
を
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
当
地
域
は
流
域
循
環
圏
を
形
成
し
、

自
立
的
な
地
域
を
創
造
す
る
役
割
を

担
い
ま
す
。�

日
本
の
中
央
回
廊

中
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車座になっての議論（第5分
科会）�

竹村浪の人の思い出を語る会でのウクレレ演奏� 関係者によるテープカット�

　11月24日～12月2日、中央図書館などで開催。講演

会や読書会交流会などを行いました。特殊コレクション

展では、講談師・竹村浪の人ゆかりの品々が並べられ、

訪れた皆さんは、懐かしそうに眺めていました。

　12月2日、飯田市公民館で「消防団を

考える集い！　フォーラムＴｈｅ消防団」

を開催。消防団員をはじめ、その家族や

地域の皆さんにも参加いただき、地域に

おける消防団の在り方を分科会での議

論や講演を通して考えました。全体会で

は、「市民を守る消防団員として自信と

誇りを持つために努力を続ける」ことを

宣言しました。

　11月26日、南信濃地域交流センターのしゅん工式

が行われました。公民館、自治振興センターとして、ま

た地域活動や防災活動、三河・遠州地域との交流の

拠点として活用が期待されます。

消防団の役割は�
消防団を考える集い！�

南信濃地域交流センターしゅん工式�

活動・交流の拠点として�
図書館まつり�

図書館がつなぐ人と人�

分科会の報告のようす�
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　11月25日、「手をつなごう！　世界は一

つ」をテーマに地場産業センターで開

催。大勢の参加者が、所狭しと並べられ

た世界各国の料理を味わいながら、思い

思いの交流ができました。

　ステージでは、華やかなダンスや迫力

ある太鼓の演奏などが披露される中で、

高陵中学校や風越高校の生徒による発

表もありました。

　11月18日、市内の施設や市の取り組みを案内しまし

た。参加した皆さんからは「近くにいても知らないことが多

く、感心した」「クリーンセンターや最終処分場を見て少し

でもゴミを減らそうと思った」「またゆっくり川本美術館を

見に来たい」という感想をいただきました。

飯田市内をご案内�
のりあい市政ガイド�

飯田国際交流の夕べ�

今年も満員御礼�

多彩なステージが披露された�

三遠南信自動車道建設現場を見学�

自慢の料理に会話も弾む�

最終処分場建設現場にて�
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Ｉ
Ｖ
Ｒ
（
ア
イ
ブ
イ
ア
ー
ル
）

と
聞
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は

何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
「
イ
ン
タ
ー

ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
」

と
い
う
英
語
の
略
語
で
す
。
適

切
な
日
本
語
訳
が
な
い
こ
と
か

ら
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
い
う
略
語
が
も

っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
一
言
で
い

う
と
「
放
射
線
診
断
技
術
の
治

療
的
応
用
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
、
Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
透
視
像
、
血
管
造
影
像
、
超

音
波
像
、
ま
た
は
Ｃ
Ｔ
像
な
ど
、

本
来
は
病
気
の
診
断
に
用
い
ら

れ
て
い
る
画
像
を
見
な
が
ら
、

カ
テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
い

管
や
針
な
ど
を
用
い
て
、
病
気

を
治
す
新
し
い
治
療
法
で
す
。

迅
速
か
つ
正
確
に
、
で
き
る
限

り
体
に
傷
を
残
さ
ず
に
治
療
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

近
年
に
な
り
大
き
く
進
歩
し
た

医
療
技
術
の
一
つ
で
す
。
患
者

さ
ん
の
体
に
や
さ
し
く
、
な
る

べ
く
負
担
を
か
け
ず
に
行
う
治

療
の
こ
と
を
「
低
侵
襲
治
療
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
Ｉ
Ｖ

Ｒ
は
「
低
侵
襲
治
療
」
の
大
き
な

柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

放
射
線
科
で
行
っ
て
い
る
Ｉ

Ｖ
Ｒ
と
し
て
は
、
悪
性
腫
瘍
に

対
す
る
抗
が
ん
剤
動
注
療
法
、

血
管
狭
搾
あ
る
い
は
閉
塞
に
対

す
る
血
管
形
成
術
、
動
脈
瘤
や

動
静
脈
奇
形
の
塞
栓
術
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
血
に
対
す
る
止
血
術
、

Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
針
生
検
術
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
Ｉ
Ｖ

Ｒ
も
基
本
的
に
は
局
所
麻
酔
だ

け
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

入
院
が
必
要
な
場
合
で
も
、
入

院
期
間
は
比
較
的
短
期
間
で
す

み
ま
す
。
治
療
効
果
も
外
科
手

術
と
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る

場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
合
併

症
が
ま
れ
に
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。�

患
者
さ
ん
や
家
族
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
効
果
や

合
併
症
の
こ
と
な
ど
を
説
明
し

理
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

外
科
手
術
や
他
の
治
療
法
と
の

比
較
を
し
て
い
た
だ
き
、
Ｉ
Ｖ

Ｒ
に
よ
る
治
療
を
行
う
か
ど
う

か
を
判
断
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
勤
め
て
い
ま
す
。�

市立病院　放射線科
渡 辺  智 文  医師�

Ｉ
Ｖ
Ｒ
っ
て
な
に
?

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
３７
�

自
転
車
が
も
た
ら
す
新
た
な
「
結
い
」�

私
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

企
業
の
方
と
お
会
い
す
る
場

合
は
、大
抵
、こ
れ
ま
で
お
付

き
合
い
の
あ
っ
た
方
や
私
た

ち
の
地
域
に
ご
縁
の
あ
る
方

に
な
り
ま
す
。
そ
の
ど
ち
ら

で
も
な
い
大
企
業
の
ト
ッ
プ

の
方
と
ご
縁
を
つ
く
る
の
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。�

と
こ
ろ
が
、こ
の
秋
に
幕

張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の
折
に
、

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
箕
浦
社
長

と
親
し
く
お
話
さ
せ
て
頂
く

機
会
を
得
ま
し
た
。こ
れ
は
、

「
ダ
イ
ハ
ツ
ボ
ン
シ
ャ
ン
ス
飯

田
」
の
鈴
木
雷
太
監
督
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
開
発
に

参
画
し
た
、同
社
の
自
転
車

専
用
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
が
発

表
さ
れ
た
か
ら
で
し
た
。�

����������

こ
の
ク
ル
マ
の
側
面
に
は
、

自
治
体
名
と
し
て
は
お
そ
ら

く
日
本
で
初
め
て
記
さ
れ
た

と
言
わ
れ
る
「
　
　
D
A
」
の

文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
情
報
発
信
力
が
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
か
は
、私
た

ち
の
想
像
を
超
え
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。�

3
年
程
前
に
ツ
ア
ー
・
オ
ブ・

ジ
ャ
パ
ン
の
誘
致
を
決
定
し

た
時
に
は
、欧
州
で
定
着
し

て
い
る
市
民
生
活
に
根
ざ
し

た
自
転
車
文
化
を
少
し
で
も

飯
田
に
採
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、と
の
思
い
で
し

た
が
、短
期
間
で
こ
れ
ほ
ど

の
広
が
り
を
み
せ
る
と
は
予

想
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
転
車
が
も
た
ら
す
新
た
な

「
結
い
」の
成
せ
る
と
こ
ろ
を

目
の
当
た
り
に
し
た
思
い
で

す
。�

て
い
し
ん
し
ゅ
う
ち
り
ょ
う�

ど
う
ち
ゅ
う�

へ
い
そ
く�

ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う�

そ
く
せ
ん�

き
ょ
う
さ
く�

は
り
せ
い
け
ん�

左から箕浦社長、鈴木雷太監督�
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毎月市民の皆さんに、

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで

語っていただき、

次の方にバトンタッチする

「リレートーク」です。

次はあなたの番かも…

飼育員になりたい�

私
の
健
康
法�

　私は将来、動物園の飼育員になりたいと思っ

ています。動物が好きです。�

　よく動物園などに行くことがあります。か

わいいと思うパンダや鳥などがたくさんいます。

けれど見るだけしかできません。そんな時、

飼育員の人は、オリの中に入ってエサをあげ

たりそうじをしたりしていました。�

　「すごいなあ」と私は思いました。だから私は飼育員になるた

めに、動物のことをいろいろ調べていきたいと思います。�

信州黄金シャモとレンゲ米による�
名物料理づくり�

　遠山郷と連携して特産品をブランド
化し、また、八幡の鳩ヶ嶺八幡宮に多
くのお客様に来ていただくために名物
料理を作り出すことを目的として、飯
田商工会議所松尾支部を母体にこの推
進委員会を設立しました。
　委員会では南信濃の信州黄金シャモ
と松尾地区有志で生産するレンゲ米を
名物料理開発の中心に置き、信州黄金
シャモの試食会や飼育現場・精肉工程
の視察など研究を進めてきました。
　また昨年3月に松竹映画「母べえ」

のロケが松尾公民館旧講堂で行われ、
飯田市・松尾地区・特産品のＰＲも含
めて交流会を行いました。山田洋二監
督、長沼撮影監督、主演の吉永小百合
さんやスタッフの皆様と手打ちそばや
レンゲ米の五平餅、信州黄金シャモの
けんちん汁を提供しました。
　今後も鳩ヶ嶺八幡宮の2年参り、松
尾城址公園の桜まつりなどイベントに
合わせて出店し、地域の皆様にも味
わっていただきたいと思っています。
油分が少なくかつ濃厚な昔懐かしい味
の信州黄金シャモと自然農法による美
味しいレンゲ米を是非お召し上がりく
ださい。

松尾地区特産品ブランド化推進委員会�

委員長　秦野忠良 さん�

なわ�た�あい�か�

縄田愛華 さん�
（追手町小６年）�

先月の坂巻 加奈子 さん（三穂）からのリレー�

のはた よしただ

よ
し
ざ
わ

ひ
で
ゆ
き

　
仕
事
の
内
容
が
営
業
係
か
ら
内
勤
へ
と

変
更
に
な
り
5
年
が
過
ぎ
ま
す
。
メ
タ
ボ

も
気
に
な
る
年
齢
と
な
り
、
何
か
運
動
を

し
な
く
て
は
と
一
念
発
起
、
春
先
か
ら
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
�

　
歩
幅
は
で
き
る
だ
け
広
く
と
り
、
週
3

回
・
1
時
間
を
目
標
に
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
が
、
体
力
の
低
下
は
予
想
を
大
き
く

超
え
、
翌
日
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
が
痛
く

な
る
始
末
。
時
間
を
30
分
に
短
く
し
、
な

ん
と
か
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
も
会

う
人
と
挨
拶
し
た
り
、
風
景
を
眺
め
る
余

裕
も
出
て
き
ま
し
た
。
�

　
今
で
は
気
が
向
け
ば
2
時
間
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
体
重
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
い
い
気
分
転
換
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

吉
澤
英
幸
さ
ん（
上
郷
）�
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保
育
所
、
鼎
幼
稚
園
の�

書
類
調
査
・
児
童
面
接�

償
却
資
産
の
申
告�

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は�

お
済
み
で
す
か�

演
劇
宿
公
演�

「
夢
・
大
江
磯
吉
の
」�

����

▼
問
い
合
わ
せ�

　
子
育
て
支
援
課
　
保
育
係�

　
内
線
５
３
４
１�

���

　
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か
。�

　
工
場
、商
店
、賃
貸
住
宅
の
経

営
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
１
月
１
日
現
在

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
告
が
必
要
な
も
の�

　
構
築
物
、機
械
、器
具
、備
品

　
な
ど
の
事
業
用
有
形
資
産
で

　
減
価
償
却
さ
れ
る
べ
き
も
の�

※
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

　
家
屋
、自
動
車
税
・
軽
自
動
車

　
税
の
対
象
と
な
る
も
の
を
除

　
き
ま
す
。�

▼
申
告
期
限�

　
１
月
３１
日
e�

※
申
告
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
告
・
問
い
合
わ
せ�

　
税
務
課
　
資
産
税
家
屋
係
　�

　
内
線
５
１
７
８�

���

　
第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
と
し

て
額
面
４０
万
円
、
１０
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
請
求
す
る
権
利
の
あ
る
遺
族

の
方
は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象�

　
対
象
に
な
る
ご
遺
族
は
次
の

　
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

　
族
お
一
人
で
す
。�

ア
弔
慰
金
の
受
給
権
者�

イ
戦
没
者
の
子�

ウ
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
お
り
、か
つ
、戦
没
者
等

　
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、

　
孫
、祖
父
母
、兄
弟
姉
妹�

エ
右
記
ウ
以
外
の�

　
父
母
、孫
、祖
父
母
、兄
弟
姉

　
妹�

オ
ア
〜
エ
以
外
の
ご
家
族
で
、

　
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

　
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

　
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の

　
親
族�

▼
請
求
期
限�

　
３
月
３１
日
b�

▼
請
求
・
問
い
合
わ
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
３�

���

　
島
崎
藤
村
の
小
説
「
破
戒
」の

モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
飯
田
市
出

身
の
教
育
者
・
大
江
磯
吉
の
激

動
の
生
涯
に
迫
り
ま
す
。�

　
３
年
前
に
上
演
さ
れ
大
反
響

を
呼
ん
だ
名
作
の
再
演
で
す
。�

▼
日
時�

○
２
月
１６
日
g�

　
午
後
５
時
開
演�

○
２
月
１７
日
a�

　
午
後
１
時
開
演�

▼
場
所�

　
飯
田
文
化
会
館�

▼
チ
ケ
ッ
ト�

○
一
般
　
　
　  

２
、０
０
０
円�

○
高
校
生
以
下  

１
、０
０
０
円�

※
チ
ケ
ッ
ト
は
飯
田
文
化
会
館
、

　
市
内
各
公
民
館
ほ
か
プ
レ
イ

　
ガ
イ
ド
で
発
売
中
。
未
就
学

　
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ

　
き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

�����������

　
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
保
育

所
、
鼎
幼
稚
園
に
入
所
を
希
望

す
る
方
で
、
保
育
所
入
所
申
込

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
希
望

す
る
保
育
所
な
ど
で
書
類
審
査

と
児
童
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。�

　
児
童
面
接
を
受
け
る
時
は
、

必
ず
子
ど
も
と
一
緒
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。�

※
同
じ
保
育
所
な
ど
に
引
き
続

　
い
て
入
所
す
る
場
合
に
は
調

　
査
や
面
接
の
必
要
が
あ
り
ま

　
せ
ん
。�

※
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

　
は
、
希
望
す
る
保
育
所
な
ど

　
に
連
絡
し
、
１
月
末
ま
で
に

　
り
ん
ご
庁
舎
子
育
て
支
援
課

　
で
書
類
審
査
を
受
け
て
く
だ

　
さ
い
。�

▼
持
ち
物
　
印
鑑�
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税目�

納期�

1月の納税

市県民税（4期）�
国民健康保険税(1月分)

1月31日(木)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

閲覧場所� 閲覧時間�

歴史研究所� 9:00～17:00�
（日・月曜日、祝日を除く）�

市役所2階行政資料コーナー�
りんご庁舎市民証明コーナー�

各自治振興センター�
飯田市公民館�

橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館�

8:30～17:30�
（土・日曜日、祝日を除く）�

美術博物館� 9:30～17:00�
（月曜日・祝日の翌日を除く）�

中央図書館�
10:00～18:00�

（木曜日は12:00～20:00。月曜日、�
第4金曜日を除く）�

☆詳しくは飯田市ホームページをご覧下さい。�http://www.city.iida.nagano.jp/

食べて応募�

歴
研
第
2
期
中
期
計
画（
案
）�

に
ご
意
見
を�

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と�

環
境
講
演
会�

1月15日号は休刊です�

・
講
師�

　
北
原
曜
さ
ん�

　（
信
州
大
学
農
学
部
教
授
）�

※
バ
ザ
ー
、
講
演
会
と
も
に
参

　
加
費
は
無
料
で
ど
な
た
で
も

　
参
加
で
き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
２�

���
　
歴
史
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で

第
１
期
の
中
期
計
画
に
基
づ
い

て
恒
久
的
・
継
続
的
に
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
調
査
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

還
元
す
べ
く
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。�

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
平
成
２０

年
度
か
ら
２４
年
度
ま
で
の
５
カ

年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
期

中
期
計
画（
案
）を
ま
と
め
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。�

※
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考

　
え
方
に
つ
い
て
は
、
後
日
公

　
表
し
ま
す
。�

▼
意
見
募
集
期
間�

　
１
月
２５
日
f
〜
２
月
２５
日
b�

▼
閲
覧
場
所
・
時
間�

　
下
表�

����������������������

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
。�

▼
意
見
の
提
出
方
法�

　
意
見
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

　
記
の
上
、
直
接
持
参
い
た
だ

　
く
か
、ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
意
見
の
提
出
場
所�

　
歴
史
研
究
所
ま
た
は
各
自
治�

　
振
興
セ
ン
タ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
２�

　
飯
田
市
上
郷
飯
沼
３
１
４
５�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　iihr@
city.iida.nagano.jp 

���
▼
期
日
　
２
月
１１
日
-�

▼
時
間�

○
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■問い合わせ　生涯学習・スポーツ課　文化財保護係　内線3575

11月21日、「絹本著色阿弥陀如来像」を飯田市有形文化財に指定しました。�

立石の雌杉の下には戦後間もないころまで阿弥陀堂がありました。この跡地

にあるお宅で保管されていた阿弥陀仏の姿を描いた絵像です。浄土真宗ではこ

のような絵像を「方便法身尊像」と呼びます。�

方便法身尊像は、時代が新しいほど短身になり、像の大きさも小さくなります。

定型化が進むと鼻筋にはっきりと線が入るようになり、像身の背後にある光明

の筋の条数が、阿弥陀の四十八願になぞらえて四十八条になります。本像は、こ

の種の像としては大柄で、体身のバランスも短身ではなく自然です。また、鼻筋

をはっきり表さず、表情は穏和で、光明の条数は四十六条です。本像は、定型化す

る以前の古い特徴を備えており、室町時代の作品と考えられます。方便法身尊像

としては現在のところ飯田下伊那で現存最古の例であり、全国的にも古い作品

です。昨年2月に飯田市へ寄贈されました。�

この春、飯田市美術博物館で公開の予定です。� 絹本著色阿弥陀如来像�

「絹本著色阿弥陀如来像」を市有形文化財に�
けんぽんちゃくしょく あ　み　だ　にょらいぞう�

ほうべんほっしんそんぞう�
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■問い合わせ　保健課　健康推進係　内線5511

マスクをせずに咳・くしゃみをすると、ウイルスが
２～３メートル飛ぶと言われています。�

咳エチケット

○咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を
押さえ、周りの人から顔をそむけましょう。�

○症状のある人はマスクを正しく着用し、感染防止
に努めましょう。�

インフルエンザ予防のために�

○外出後のうがいや手洗いを日常的に行いましょう。�

○十分に栄養や睡眠をとり、体力や抵抗力を高め、
体調管理をしましょう。�

せき�

■問い合わせ　長野県後期高齢者医療広域連合事務局　1026（229）5320�
　　　　　　　市役所保健課　医療給付係　内線5525

老人医療費を中心に国民全体の医療費が増え続けていることから、世代間で
の負担を明確にし公平で分かりやすくするため、独立した医療制度として後期
高齢者医療制度が創設されます。�
現行の老人保健制度の対象者と同様、75歳以上の方と、65歳以上75歳未満の

方で一定程度の障害の認定を受けた方が対象者となります。現在加入している
医療保険から移行して後期高齢者医療で医療を受けることになります。�

◆制度の運営は、長野県後期高齢者医療広域連合（県内81市町村が加入）が行います。�

※届出、申請の受付などは市町村が窓口となって行います。�

後期高齢者医療制度のポイント

◆75歳以上の方（一定の障害の認定を受けた方は65歳以上）が対象です。�

※対象の方は、今まで加入していた医療保険（国民健康保険、政府管掌保険、
健康保険組合、共済組合など）から移行することになります。�

◆保険料は広域連合が決定し、原則として年金から特別徴収（天引き）します。�

※年金額が年額18万円未満の方、介護保険料と合わせた保険料額が年金額
の２分の１を超える方は、普通徴収（銀行振込など）となります。�

◆対象となる方全員に保険証（カードサイズ）が、１人に１枚ずつ交付されます。�

◆医療費の窓口負担は、一般の方は１割、現役並み所得のある方は３割です。�

○保険料は、各県ごとの広域連合で決定し、県内同一料率で２年間は変わりません。�
○長野県の平成20年・21年の一人平均の保険料（年額）は、65,017円です。�
（内訳 ： 均等割　35,787円　所得割　6.53％）�

※詳しい内容についてはお問い合わせください。

４月スタート

保 険 料

1月15日号は休刊です�
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中心市街地活性化基本計画（原案）における�
中心市街地の将来像�

平成18年8月に改正された中心市街地活性化法（※）に基づき、
昨年昨年6月に月に「中心市街地活性化基本計画策定委員会」「中心市街地活性化基本計画策定委員会」による策定による策定
協議がスタートしました。ワーキング会議や委員会での議論を
踏まえて踏まえて「中心市街地活性化基本計画「中心市街地活性化基本計画（原案）（原案）」を作成しましたのを作成しましたの
で、で、公表します。公表します。市民の皆さんのご意見をお聞かせください。市民の皆さんのご意見をお聞かせください。�

平成18年8月に改正された中心市街地活性化法（※）に基づき、
昨年6月に「中心市街地活性化基本計画策定委員会」による策定
協議がスタートしました。ワーキング会議や委員会での議論を
踏まえて「中心市街地活性化基本計画（原案）」を作成しましたの
で、公表します。市民の皆さんのご意見をお聞かせください。�

※商業、業務、居住等の都市機能が集積し、長い歴史の中で文化、伝統
を育んできた「まちの顔」である「中心市街地」の活性化に向けて、
官民協働で都市機能の増進と経済活力の向上を総合的かつ一体的
に推進するために定められた法律です。�

中心市街地の役割は、「地域の中心性・求心力・魅力」ということであり、都市の潜在力を活
かし、外から「人・資本・情報」を呼び込み、「地域全体の内発力」を高めることにある。かつて
信州一の商都であった歴史や、りんご並木、人形劇、城下町が育んだ「美しきまち飯田」の品
格に象徴される魅力や潜在力を産業と文化の両面から磨きあげ未来へとつなげていく。�

中心市街地活性化基本計画（原案）では、この将来像を目指し、基本理念、基本方針やこれ
を実現していくための各種事業を定めています。�

中心市街地活性化基本計画（原案）について
皆さんのご意見をお聞かせください

■問い合わせ�
〒395-8501 飯田市大久保町2534番地　飯田市役所　商業・市街地活性課　内線4650�
　ＦＡＸ  0265（52）1719 　Ｅメール  shigaichi@city.iida.nagano.jp

意見の募集期間�１月１１日（金）～２月１２日（火）�

原案の配置場所�○市役所２階行政資料コーナー�
○りんご庁舎市民証明コーナー�
○飯田商工会議所（飯田商工会館４階）�

※原案は市のホームページでもご覧になれます。�
　http://www.city.iida.nagano.jp/bunsho/comment/

意見の提出方法�意見書に住所、氏名を明記の上、商業・市街地活性課に郵送、ＦＡＸ、Eメール
により提出していただくか、または原案の配置場所に直接持参してください。�
※寄せられた意見については、市の考え方をまとめ後日公表します。�

商業・市街地活性課�

原案の閲覧時間 午前９時～午後５時30分（土・日曜日、祝日を除く）�

意見の宛先�
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■問い合わせ�
　男女共同参画課　内線5351「人権ネットinいいだ」を開催しました「人権ネットinいいだ」を開催しました

　12月9日（日）に鼎文化センターで開催しました「人権ネットinいいだ」に
は多くの皆さんのご参加をいただき、ありがとうございました。�

　横田滋・早紀江ご夫妻の講演会では、主に滋さんが拉致問題の情勢を、そ
して早紀江さんがご夫妻の心情を語られました。�

　これに対して、参加者から「この問題に対して自分にできることで協力し
たい」とのご意見があり、当初予定していなかった募金活動を行いました結
果、255,589円が集まりました。このお金は横田夫妻のご希望により、北朝鮮
による拉致被害者家族連絡会へ支援金として送金しました。�

▼会場にてご質問の多かった「ブルーリボンバッジ」の申し込み方法をお知らせします。�
　以下はホームページ  （http://www.sukuukai.jp/）  より�

○申し込みには、郵便振替を利用できます。�

・郵便振替口座番号　００１００－４－１４７０１�

・加入者名　救う会�

○振替用紙の「通信欄」に「バッジ○○個希望」と記入�

○ご依頼人欄に、送付先の郵便番号、住所、氏名、電話
番号（携帯も可）を記入�

○バッジは１個500円ですが、２個以上からお願いし
ています。送料は10個まで80円、それ以上は無料。�

※郵便振替用紙が届くと、バッジをすぐに発送しますが、地
域により到着日数が違います。土日をはさむこともあり、
１週間程度で届くものとご理解ください。また、郵便受け・
表札に掲示している名前と同じ名前でないと届けること
ができませんので、同一の名前・団体名で申し込んでくだ
さい。�

▼このほか、支援金の送付など詳細はホームページをご覧
いただくか、お問い合わせください。�

横田夫妻の講演会のようす�

人�ひと�

仕事と生活の調和により、家庭生活の充実、企業・組織・
地域の活性化などが進むことが期待されています。男
性の働き方の見直しや女性の能力活用などについて、
民間企業の先進的な取り組み事例を基に講演していた
だきます。�

開会式・表彰式�９：50

12：40

男女共同参画推進条例紹介など�12：20

10：30

■託児の申し込み・問い合わせ　男女共同参画課　内線5351

第13回　市民のつどい
と�

１月27日（日）　飯田文化会館　9:30～12:30（受付9:00～）�

昼食交流会・ふれあい市場�

講演会「企業における男女共同参画の促進　～資生堂の事例を中心に～」�

参加される方は、500円の参加券（昼食付）を市役所受付、りんご庁舎男女共同参画課、�
各自治振興センター・各公民館でお求めください。�

講師　岩田喜美枝さん�
　　　（元厚生労働省雇用均等・児童家庭局長、（株）資生堂取締役常務）�

●手話通訳があります。�

●託児をご希望の方は事前にお申し込みください。�

（昼食の引き替え時間は12：40～13：40、�
ふれあい市場は12：00～14：00）�

アトラクション　ヒップホップダンス（フルアウト）�９：30

1月15日号は休刊です�
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料
編
纂
所
教

　
授
）�

○
テ
ー
マ
２
　
古
代
の
対
外
関

　
係
史
料
を
読
む�

　
中
国
に
渡
っ
た
廃
太
子
高
丘

　（
真
如
）親
王
〜
「
頭
陀
親
王

　
入
唐
略
記
」
を
読
む
〜�

・
講
師
　
田
島
公
さ
ん�

　（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教

　
授
）�

▼
第
２
回
講
座�

○
期
日
　
２
月
２
日
g

○
テ
ー
マ
１
　
摂
関
期
の
史
料

　
を
読
む�

　
条
事
定
文
写
〜「
平
安
遺
文
」

　
を
読
む
〜�

・
講
師
　
加
藤
友
康
さ
ん�

　（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教

　
授
）�

○
テ
ー
マ
２
　
院
政
期
の
史
料

　
を
読
む�

　
花
園
左
大
臣
源
有
仁
の
生
涯

　
〜
院
政
期
の
儀
式
関
係
史
料

　
を
読
む
〜�

・
講
師
　
田
島
公
さ
ん�

▼
時
間�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
定
員
　
５０
人�

　（
１
回
の
み
の
聴
講
可
）�

▼
資
料
代�

　
３
０
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

　
昨
年
発
刊
し
た
「
満
州
移
民

―
飯
田
下
伊
那
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
の
各
章
の
執
筆
者
が
、４

回
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。�

▼
第
４
回
講
座�

○
テ
ー
マ�

　
満
州
移
民
の
戦
後
史�

○
日
時
　
２
月
１６
日
g�

　
午
後
２
時
〜
４
時�

○
講
師
　
森
武
麿
さ
ん�

　（
顧
問
研
究
員
、
一
橋
大
学

　
教
授
）�

▼
場
所�

　
歴
史
研
究
所
研
修
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

　
農
業
の
保
護
と
自
由
貿
易
は

両
立
す
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
掛

か
り
を
イ
ギ
リ
ス
や
日
本
の
歴

史
の
中
に
探
り
た
い
と
思
い
ま

す
。�

▼
テ
ー
マ�

　
世
界
経
済
の
中
で
の
農
業
保

　
護
政
策�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
１
月
１９
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

○
１
月
２０
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分�

▼
場
所�

　
上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室�

▼
講
師�

　
森
建
資
さ
ん�

 

　（
東
京
大
学
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円�

　（
資
料
代
・
２
日
分
）�

※
２０
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
の
昼
食
交
流
会
も

　
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

▼
対
象
　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

　
の
基
礎
を
習
得
済
み
で
就
労

　
を
考
え
て
い
る
方�

▼
日
時�

　
１
月
１６
日
d
・
２３
日
d
・
２８
日

　
b
、２
月
４
日
b
・
６
日
d�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
場
所�

　
飯
田
ゆ
め
み
ら
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
カ

　
レ
ッ
ジ
（
松
尾
明
）�

▼
定
員�

　
１０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
ゆ
め
み
ら
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
カ

　
レ
ッ
ジ�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１�

し 

ち
ょ
う
あ
や
ひ
と  

べ�
は
い
た
い  

し  

た
か
お
か�

し
ん
に
ょ�

ず
　
だ�

じ
ょ
う
じ
さ
だ
め
ぶ
み
う
つ
し�み

な
も
と
の
あ
り
ひ
と�

へ
い
あ
ん  

い  

ぶ
ん�
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交通事故発生状況�
（11月30日現在）�

件数・・       ・569件（－14）�

死者・・・       ・・　7人（＋5）�

傷者・・       ・705人（－33）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

美
博
の
自
然
講
座�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ�

無
料
登
記
法
律
相
談�

ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル�

健
康
づ
く
り
講
座�

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

入
門
教
室�

動物園の休園日�

■問い合わせ 動物園�
　10265（22）0416

1月 1日-◆2日d   
◆ 3日e◆7日b

◆15日c◆21日b

◆28日b　　　　�

1月15日号は休刊です�

���
　
伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。�

▼
鳥
か
ら
見
た
環
境
の
変
化�

○
日
時
　
１
月
１２
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
林
正
敏
さ
ん�

　（
日
本
野
鳥
の
会
諏
訪
支
部

　
長
）�

▼
世
界
の
屋
根
か
ら
見
た
日
本

　
の
屋
根
９�

○
日
時
　
１
月
１９
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
金
澤
重
敏
さ
ん�

　（
飯
田
風
越
高
等
学
校
講
師
）�

▼
信
州
の
獣
た
ち�

○
日
時
　
２
月
１０
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
建
石
繁
明
さ
ん�

　（
元
信
州
大
学
農
学
部
教
授
）�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
手

作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お
お

　
む
ね
３５
歳
ま
で
の
方�

▼
日
時
　
１
月
２９
日
c�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分�

▼
講
師
　
原
隆
澄
さ
ん�

　
（
は
と
錦
専
務
）�

▼
受
講
料
　
１
、５
０
０
円�

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）�

▼
持
ち
物�

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾�

▼
申
込
受
付
開
始�

　
１
月
８
日
c
か
ら�

▼
受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

　
〜
午
後
９
時（
日
曜
日
・
祝
日

　
は
午
後
５
時
ま
で
受
付
）�

▼
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
窓
口
に

　
受
講
料
を
持
参
し
て
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
受

　
講
予
約
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

���

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
す
る
た
め
に
健
康
講

座
（
床
上
運
動
）
を
始
め
ま
す
。�

▼
腰
痛
い
た
わ
り
講
座�

○
期
日
　
２
月
８
日
f
か
ら
３

　
カ
月
（
全
１２
回
）�

○
時
間�

　
午
後
２
時
〜
２
時
５０
分�

▼
ひ
ざ
痛
い
た
わ
り
講
座�

○
期
日
　
２
月
８
日
f
か
ら
３

　
カ
月
（
全
１２
回
）�

○
時
間�

　
午
後
３
時
〜
３
時
５０
分�

※
各
い
た
わ
り
講
座
は
、
理
学

　
療
法
士
監
修
で
、体
力
測
定
、

　
血
圧
脈
波
計
・
足
裏
ス
コ
ー

　
プ
・
骨
密
度
計
に
よ
る
効
果

　
判
定
を
行
い
ま
す
。�

▼
ス
ロ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座�

　
太
極
拳
や
ヨ
ガ
な
ど
を
ス
ト

　
レ
ッ
チ
に
取
り
入
れ
た
講
座

　
で
す
。�

○
期
日
　
２
月
７
日
e
か
ら
３

　
カ
月
（
全
１２
回
）�

○
時
間�

　
午
後
１
時
〜
１
時
５０
分�

▼
場
所
　
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル�

▼
受
講
料
　  

１
２
、０
０
０
円�

　（
入
場
料
を
含
む
）�

▼
定
員
　
各
２５
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選�

▼
申
込
期
間�

　
１
月
１１
日
f
〜
１８
日
f�

▼
申
込
受
付
時
間�

　
午
前
１１
時
〜
午
後
５
時�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル�

　
1
０
２
６
５（
５
６
）６
７
６
７�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
６
）６
７
６
８�

�

　�
�

　
視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
情
報

を
分
か
り
や
す
く
声
で
伝
え
る

た
め
の
読
み
方
を
基
礎
か
ら
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
対
象
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
に
関
心
の
あ
る
方�

▼
日
時�

　
２
月
１５
日
f
〜
３
月
１４
日
f

　
の
毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切�

　
２
月
４
日
b�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１�

�������

　
不
動
産
や
会
社
の
登
記
に
関

す
る
法
律
相
談
、
財
産
管
理
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
は

不
要
で
す
。�

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時�

　
１
月
１９
日
g�

　
午
後
１
時
〜
３
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
司
法
書
士
会
　
飯
田
支
部�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）２
８
７
０�
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市
県
民
税
の
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
と

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す

市
県
民
税
の
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
と

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す

市
県
民
税
の
申
告
と

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す

申告期限
３/17（月）

○
市
県
民
税
の
申
告
書
を
郵
送

で
提
出
す
る
場
合
は
、
申
告

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
３
月

17
日（
月
）必
着
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。�

〒
３
９
５-
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
役
所�

　
税
務
課
　
市
民
税
係�

▼
市
県
民
税
の
申
告
の
際
に
必

要
な
も
の�

○
市
県
民
税
申
告
書
、印
鑑�

※
市
県
民
税
の
申
告
書
は
、昨
年

の
申
告
状
況
に
よ
り
、１
月
下

旬
に
発
送
予
定
で
す
。�

○
平
成
19
年
中
の
所
得
が
明
ら

か
に
な
る
書
類
（
給
与
所
得
、

公
的
年
金
、報
酬
等
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
）�

○
営
業
等
所
得
、
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
の
あ
る
方
は
収
支

内
訳
書
や
帳
簿
類�

※
事
前
に
収
入
・
経
費
を
計
算
し
、

申
告
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
土
地
・
建
物
の
固
定
資
産
税
を

租
税
公
課
と
し
て
申
告
す
る

場
合
は
、
課
税
明
細
書
、
課
税

台
帳
の
写
し
ま
た
は
公
課
証

明�

○
生
命
保
険
料
、個
人
年
金
保
険

料
、地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
書�

○
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、
国

民
健
康
保
険
、建
設
国
保
な
ど

の
社
会
保
険
料
の
支
払
領
収

書�

※
国
民
年
金
保
険
料
等
に
つ
い

て
は
、控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。�

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
費
の
領
収
書
、高
額
療
養

費･

保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
が
わ
か
る
も
の
、
お

む
つ
証
明
な
ど�

※
領
収
書
の
金
額
の
集
計
を
し

て
き
て
く
だ
さ
い
。�

▼
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方�

○
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

に
つ
い
て�

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
方
は
、
障
害
者
控
除
を
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
障
害
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
く
て

も
、
介
護
保
険
の
認
定
者
で
、

福
祉
事
務
所
長
か
ら
障
害
者

に
準
じ
る
状
態
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
方
は
、申
告
時
に「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
は
６
カ
月
以
上

臥
床
し
食
事
・
排
泄
な
ど
の

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
方

は
、
従
来
ど
お
り
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。�

○
お
む
つ
証
明
に
代
わ
る
「
主

治
医
の
意
見
書
の
確
認
書
」

に
つ
い
て�

　
介
護
保
険
の
認
定
者
で
、
昨

年
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医

療
費
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

主
治
医
の
意
見
書
に
、寝
た
き

り
度
が「
Ｂ
１
」以
上
で「
尿
失

禁
」
の
記
載
が
あ
れ
ば
、
医
師

の
発
行
す
る「
お
む
つ
証
明
書
」

に
代
わ
り「
主
治
医
の
意
見
書

の
確
認
書
」の
交
付
を
飯
田
市

か
ら
受
け
て
、医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
、

主
治
医
の
意
見
書
の
確
認
書

が
必
要
な
方
は
、り
ん
ご
庁
舎

介
護
高
齢
課
ま
た
は
各
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。�

▼
郵
送
、窓
口
等
へ
の
申
告�

　
市
県
民
税
の
申
告
相
談
時
は

大
変
混
み
合
い
、長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

待
ち
時
間
を
解
消
す
る
た
め

郵
送
、自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
や

税
務
課
窓
口
へ
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。�

○
申
告
書
は
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、

税
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。�

　
税
務
署
か
ら
申
告
書
の
送

付
が
あ
っ
た
方
、
所
得
税

の
還
付
申
告
を
受
け
る
方

な
ど
確
定
申
告
の
必
要
な

方
は
、
飯
田
税
務
署
で
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
事
業
主
の
皆
様
へ�

○
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て�

　
給
与
支
払
報
告
書
は
、す
べ
て

の
受
給
者
（
従
業
員
等
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、
中
途
退
職

者
を
含
む
）の
１
月
１
日
現
在

の
居
住
地
の
市
町
村
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
給
与
支
払
報
告
書
は
給
与
所

得
者
に
と
っ
て
申
告
書
に
代

わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。お
早

め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。�

○
提
出
期
限
：
１
月
31
日（
木
）�

※
特
別
徴
収
を
し
て
い
る
事
業

所
で
は
、１
月
以
降
に
退
職
す

る
方
の
市
県
民
税
の
納
付
に

つ
き
ま
し
て
は
、一
括
徴
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

「ｅ-Ｔａｘ」は、あらかじめ開始届出書を提出して登録すれば、インターネット
で国税に関する申告や納税、申請・届出などの手続きができるシステムです。�
平成19年分から個人の方は、電子申告により所得税の確定申告書を提出すると

きに、本人の電子署名及び電子証明書を併せて送信すると、所得税額から5,000円
（平成19年分または平成20年分のいずれか１回）が控除されます。（その年分の所
得税額を限度）また、医療費の領収証や給与所得の源泉徴収票などの書類添付を
省略できます。ぜひご利用ください。�

イ ー タ ッ ク ス �

※詳しくは「ｅ-Ｔａｘ」ホームページをご覧ください。　http://www.e-tax.nta.go.jp
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■問い合わせ　　税務課　市民税係　内線5162　飯田税務署　10265（22）1165

市県民税申告相談日程表�

地区� 受付日� 曜日�
相談指定日地区及び受付時間�

会場�
午前9：30～11：30 午後1：00～4：00

上村�
2月7日� 木�

程野� 程野区民センター�

下栗� 下栗総合交流センター�

2月8日� 金� 上町、中郷� 上村保健センター�

南信濃�

2月12日�

2月13日�

2月14日�

火�

水�

木�

名古山第1・第2

本村�

木沢上区・下区、川合、小道木�

漆平島、池口、本町�

押出、夜川瀬�

十原、大町、飯島、万古�

梅平、梶谷、此田、小嵐�

八日市場、中立、上島、�
上・下中根、須沢�

上・下大島、新町�

樋口、山原、昭和通り、下和田、�
下市場、尾之島、松島�

大町多目的センター�

八重河内地区館�

木沢生活センター�

南信濃自治振興センター�

地区�

山本�

千代�

龍江�

座光寺�

竜丘�

上郷�

三穂�

上久堅�

下久堅�

松尾�

川路�

鼎�

伊賀良�

橋北、橋南�

羽場�

丸山、東野�

予備�

2月15日�

2月18日�

2月19日�

2月20日�

2月21日�

2月22日�

2月25日�

2月26日�

2月27日�

2月28日�

2月29日�

3月3日�

3月4日�

3月5日�

3月6日�

3月7日�

3月10日�

3月11日�

3月12日�

3月13日�

3月14日�

3月15日�

3月17日�

受付日� 曜日�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

月�

相談指定日地区及び受付時間�

午前9：00～11：30 午後1：00～4：00

中平、西平、南平、湯川、竹佐、�
箱川、久米、二ツ山�

千代地区�

龍江地区�

座光寺地区�

長野原、上川路�

時又�

別府上、別府下�

下黒田南、下黒田東�

三穂地区�

上久堅地区�

下久堅地区�

上溝、新井、城�

久井、八幡、代田�

川路地区�

中平、一色、名古熊�

切石�

中村�

下殿岡、上殿岡、三日市場�

橋北地区�

羽場地区�

丸山地区�

指定日に市県民税の申告ができなかった方�

指定日に市県民税の申告ができなかった方�

東平、大明神、北平�

桐林�

駄科�

丹保、北条、飯沼南、南条�

上黒田、下黒田北�

水城、明、常盤台�

寺所、清水、毛賀�

下山、西鼎、東鼎、下茶屋�

上茶屋、上山�

大瀬木、三尋石�

北方、育良町�

橋南地区�

東野地区�

会場�

山本公民館�

千代公民館�

龍江公民館�

座光寺公民館�

竜丘公民館�

上郷公民館�

三穂公民館�

上久堅公民館�

下久堅公民館�

松尾公民館�

川路公民館�

伊賀良公民館�

市役所3階会議室�

※例年相談会場が午前10時、午後2時ころに混み合います。時間を調整してお越しください。�

下表のとおり市県民税の申告相談を行います。日程をご確認の上、お越しください。所得税の確定申告をする方は税務署で
申告してください。�
※2月7日（木）～3月11日（火）の間は職員が各地区の申告相談に出張しています。この間は市役所税務課での申告相談を受ける�
ことはできません。また、３月12日（水）～14日（金）は該当地区の申告相談を優先します。�

鼎自治振興センター�
※鼎公民館から変更�

1月15日号は休刊です�
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通信�

　�

通信�■申し込み・問い合わせ�　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問い合わせ　公園事務局　1 0265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定�

これからの講座予定�

食の工房体験学習��
10:30～13:00�
▼窯焼きピザづくり�
2月3日a　材料費：150円�
▼ポップコーン＆�
あたたかい飲み物づくり�
2月10日a　材料費：100円�

1月19日（土）　9:00～11:00�
持ち物：筆記用具�

Pick Up

※このほか祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！企画の持ち込みやボランティアも募集しています。�

▼ザザムシの佃煮作り（成人講座）�
1月23日d　9:00～11:30�
持ち物：エプロン、持ち帰り用の容器�

▼堤防で紙飛行機大会�
2月2日g

土の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼ぼくらの村づくり④�
1月19日g�
▼ぼくらの村づくり⑤�
2月11日-

★対象:小学3年生以上�
（小学2年生以下は保護者同伴）�
自分だけのオリジナルの
コマを作りましょう。�

なかまの館体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼冬遊び�
1月20日a・27日a�
そりすべりやかるた遊びをします。�
※雪がないときは屋内で遊びます。
▼紙飛行機をつくろう�
1月26日g�
▼ストーンペインティング�
2月2日g�
▼ステンドグラスづくり�
2月9日g

▼写真講座（成人講座）�
2月13日d　持ち物：カメラ�

▼骨の観察�
2月9日g

▼絵手紙講座（成人講座）�
2月6日d　持ち物：絵手紙用の印（お持ちの方のみ）�

※事前申込が必要�

▼冬の星座�
2月7日e　18:00～20:00�
持ち物：双眼鏡（お持ちの方のみ）、防寒具�

▼かわらんべウオーキング�
2月9日g　15:00～16:00�
持ち物：運動のできる服装、水筒、タオル�

▼節分のお面作り（幼児対象：保護者同伴）�
2月2日g　13:00～15:00

▼カモやサギの観察�
1月26日g�
持ち物：双眼鏡（お持ちの方のみ）、防寒具�

対象:小学3年生以上（小学2年生以下は保護者同伴）�
★基本時間　9:00～11:00　持ち物：筆記用具�

羊の毛で�
アクセサリーをつくろう�
1月26日g・27日a、2月9日g�
10:30～15:00�
場所：なかまの館 材料費：800円～�

ポリマークレイを�
体験しよう�
2月2日g　10:00～15:00�
場所：なかまの館�
材料費：700円～�



ほっとらいんＩＩＤＡ�
オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　  7：10～  7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30

お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

内容・時間�

いいだＦＭ�

■問い合わせ　秘書広報文書課　内線2124

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

「かざこし歳時記」2月番組表�
放送曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

番　組　名 内　　　容
ほのぼの飯田
公民館リレー
ニュースイン119
さわやか健康
くらしと環境
市役所情報
子育て大好き
広報いいだの紹介
市民の安全110番
消費生活メモ
保育園だより
本の散歩道
伊那谷の自然
伊那谷の歴史
ふれあい福祉
小学校だより
市立病院だより
サークル紹介
大好き農業
いきいきライフ
中学校だより
観光情報

いいだ、文化の窓
［文化会館・美博
  図書館情報］

第何週
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2

4
〜

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１月８日（火）�
１３:００～１６:００�

１月２８日（月）�
１３:３０～,１５:００～�

１月１３日（日）�
１月２０日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�
ジョブカフェいいだ�
就 業 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１月１５日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１月１１日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

りんご庁舎３階�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�
外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

� 2008.1.1［広報いいだ］�

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　6：50　9：20　12：00　18：50　20：20　23：20

飯田ケーブルテレビ�

2月18日～24日 　  9：30～  18：00～　20：30～�

放送日　　　　　　　　 　放送時間�

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行っています。
　お問い合わせください。

市議会本会議開会日（午前
10時～終了まで）は、議会中
継を放映します。

動物園・子どもの森公園・かわらんべの情報
丸山公民館の活動を紹介
消防署と消防団による消防広報
健康に関しての番組
環境保全活動の紹介
市役所各課からの広報
子育てに役立つ情報
「広報いいだ」１日号の紹介
安全に関する情報広報
消費生活に関する情報番組
飯田子供の園・風越・慈光・時又保育園の紹介
本の読み聞かせ
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット
ボランティア・催し物・行事など紹介
竜丘・丸山・上久堅・千代小学校の紹介
市立病院医師のお話
橋北公民館のグループやサークルを紹介
農業に関係した活動や、事業を紹介
いきいきと暮らす高齢者などを紹介
飯田西・遠山・旭ヶ丘・飯田東・竜東中学校の紹介
飯田の観光情報の紹介
文化会館の事業の紹介
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介
図書館の行事や話題の本などの紹介

1月15日号は休刊です�



●開館時間　午前9時30分～午後5時（入館午後4時30分まで）�

●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料　一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

　　　　　　小中学生100円（80円） ※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�1月6日A～2月11日_

〈平常展示〉�

菱田春草と飯田の美術５　鈴木芙蓉特集�

鈴木芙蓉「墨梅図」�
文化13年（1816）�
飯田市美術博物館蔵�

　平成20年最初の美術平常展示は、伊賀良出身の南画家・鈴木芙蓉を特集

します。芙蓉は江戸時代後期に阿波・蜂須賀家のお抱え絵師となり、谷文晁ら

と共に関東南画と呼ばれる画系の先鞭をつけた作家です。本展では、当館に

所蔵・寄託されている作品を紹介します。菱田春草コーナーでは、春草が学生

時代に手がけた「牧童」や、晩年の「蓬莱山」などを展示します。�

　また１月11日からは、特別陳列「広瀬忠一の染めと織物」も開催します。�

昨年度に同氏から寄贈された作品を中心に、飯田つむぎの穏やかな風情を�

ご覧ください。�

我が家の福助人形展�

竹田人形館新春特別企画�

笑門来福　福助人形展 vol.2

2月3日Aまで�
●竹田扇之助記念国際糸操り人形館�
　2年目を迎える今年は、原紀久野コ
レクション展に加え、「我が家の福助人
形展」を開催します。�
　「笑う門には福来る」こんな言葉が
ぴったりの福助人形たちが皆さんを迎
えます。竹田人形館のギャラリーにぜ
ひお越しください。�

3月4日C　開演19:00　●飯田文化会館ホール�

第12回萩元晴彦ホームタウンコンサートIN飯田�

ハギモトハルヒコ夢コンサート’08

　世界を担う若手と、すでに世界中で名を轟かせる実力派演奏家に
よるアンサンブルを是非体感してください！�
曲目　ハイドン：弦楽四重奏曲 第78番 変ロ長調「日の出」ほか�
チケット（全席指定）�
　●一般4,000円　●高校生以下1,000円　好評発売中！�

林　美智子�
メゾ･ソプラノ�

ヴァディム・セレブリャーニー�
ピアノ�

川崎洋介�
ヴァイオリン�

今井信子�
ヴィオラ�

原　裕子�
ヴィオラ�

ウォルフラム・ケッセル�
チェロ�

守屋剛志�
ヴァイオリン�

［広報いいだ］2008.1.1��大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�
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1937（昭和12年）～�

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝106,998人（前月比ー12）男51,196人／女55,802人  ■世帯＝37,694戸（前月比+12）�

�

飯田市広報第729号（平成14年6月1日発行）�
�
平成１４年４月２７日に平成記念かざこし子どもの森公園が開
園し、ゴールデンウイークに木曽馬の親子が来園したときの様
子を伝えています。以来、土・日曜日を中心に、さまざまなイベン
トを開催しながら、親子の憩いの場として親しまれています。�


